




藤先生

藤先生
藤先生

木部先生
木部先生



川村守継

藤先生

木部先生

米田

後藤
首藤



川村守継川村守継
米田

米田

後藤

甲斐

城



ゴ ル フ 組
湯 布 院 組
別 府 散 策 組 後藤、 都、 矢田

次の日

幹事　衛藤
城



川村 佐田 後藤 伊東 金子 木部先生 藤 先生 高野 仲野 矢田 朝来野

松本隆 内田 矢野 大城 首藤 大久保

衛藤 米田 甲斐 佐藤武 都 武田 高橋 佐藤勝 松本公 山口 津行



読書感想

世界に誇る新幹線の運
転士として無事故の記録
を達成するとともに、後進
の指導と訓練に32年余
にわたり献身的な情熱を
注いだ。筋ジストロフィー
で亡くなった長男・高世
へ捧げる鎮魂の書。
世界に誇る新幹線の運
転士として無事故の記録
を達成するとともに、後進
の指導と訓練に32年余
にわたり献身的な情熱を
注いだ。筋ジストロフィー
で亡くなった長男・高世
へ捧げる鎮魂の書。

日本が世界に誇る新
幹線の運転士とし
て、生涯乗務時間1
万9230時間20分、乗
務距離261万7697キ
ロメートル。無事故の
記録を達成すると共
に、後進の指導と訓
練に32年余にわたっ
て献身的な情熱を注
いだ男の生き様。

著者 川村守継（カワムラモリツグ）

１９４３年大分県九重町生
まれ。１９６２年大分県立大
分工業高校機械科卒業。１
９６４年日本国有鉄道東京
鉄道管理局入社。１９６５年
電気機関助士。１９７１年新
幹線支社新幹線電車運転
士（東京運転所）。１９７３
年博多運転所へ転勤。１９
８７年ＪＲ西日本旅客鉄道
（株）となり指導運転士を務
める。２００３年同社退職
（本データはこの書籍が刊
行された当時に掲載されて
いたものです）

2011年2月6日
三木市青山図書館で本の貸し出しを申し込みしました。題
名は「新幹線運転士に人生を翔けた男」です。三木市の図
書館で調べて蔵書としてなく、近隣の市町村に問い合わせ
したのでしょう　宝塚市に貸し出し申し込んで２週間後に連
絡がありました。　　　　　　　矢田　隆是

高校時代の友人の著書

　高校時代はごく普通のおとなしく、どちらかと言えば目立たない人だった。同級生として親近感をおぼえながらこの本を読みました。
最初の、卒業の時、就職のための夜行列車、機械会社時代の日給月給、独身寮の生活、ひ弱な社会人のさまなどは、当時の自分と同じようです。

　国鉄に入社してからの彼は勤勉と、努力、素直さなどから、大きな夢に挑戦・実現させ、まさに社会人としての手本に値するものと思います。
なかなか普通の人ではできないすごいことだと思う。私にはとうてい無理だ。強い意志・向上心が必要だし、上司や、奥様やにも支えられたのだろう。
ご子息の病気で表現できない困難やご苦労があったと思われる中で、本職の新幹線運転に加え、車掌業務の経験、多くの後輩の指導などの重要
任務を果たし、しかも長年無事故を達成しているという。超人と言っても好いのかもしれない。また退職時には１０８人と多くの後輩からの送辞にみられ
るように人柄の良さや、親切さ、指導制、人間性の素晴らしさもうかがうことができる

　東京ー新大阪、新大阪ー博多間の駅、トンネル、カーブ、山、海岸、起伏などなどの風景描写にはびっくりするほど素晴らしい。また、各駅間の距離、
トンネル、鉄橋の長さ、エピソードなどはそれこそ、彼の言う「好きこそものの上手なれ」なのだろう。よくここまで刻銘に記憶・記録されてることに驚嘆。

　電気機関助士見習いから数々の試験・難関を突破して新幹線運転士になるまでその勤勉さ・努力にも高校時代の同僚として誇りに思う。２００３年
開催４０年ぶりの同窓会には同席できなかったけど、次回には再会できたらと念願しています。　　　久し振りの読書、そして感謝！！
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